Efficient Verification of Responsive Communication Protocols for Client-Server Systems by ナガノ, シンイチ & 長野, 伸一
Osaka University
















平成 11 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 l 項該当
基礎工学研究科情報数理系専攻
学位論文名 Efficient Verification of Responsive Communication Protocols 





































ている o 提案法はクライアントサーバモデ、ルがもっ対称性に基づいて，等価なシステム状態を 1 つにまとめた
状態を生成するので，状態爆発を回避できる o 更に，ある企業で実際に開発中のプロトコルを用いた評価実験
によって，提案法では検証コストが非常に少なくなることを示している。
(3) リスポンシブプロトコルの設計で、は，一般に故障発生について数多くの状況を想定し.各状況毎に回復処理を
1 つず・っ、決めなければならない。しかし，あらゆる状況を網羅することは難しし想定もれや記述誤りが設計
仕様に混入する可能性が高い。本論文では，実時間論理を用いてリスポンシブプロトコルの設計誤りを効率良
く検出する手法も提案している。更に，設計誤りの検出とその修正が短時間で行えることを， (2) と同様の実験
によって示している。
以上のように，本論文はリスポンシブプロトコルの検証に関して重要な成果を示しており，特に通信システムの検
証支援技術の理論分野に貢献するところが大きし」よって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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